
研
修
」
は
、県
内
公
立
学
校
の
管
理

職
と
教
育
行
政
職
の
ほ
ぼ
全
員
が

受
講
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
は
先

駆
的
な
研
修
と
し
て
、全
国
の
教
育

委
員
会
関
係
者
か
ら
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、県
立
教
育
研

修
所
の
心
の
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、本
学
教
員
も
入
っ
て
心
の
教
育

の
開
発
的
研
究
や
研
修
、啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、県
立

教
育
研
修
所
や
嬉
野
台
生
涯
教
育

セ
ン
タ
ー
と
の
実
践
的
な
共
同
研
究
、

（
公
財
）県
生
き
が
い
創
造
協
会
と

の
県
民
連
携
講
座
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

井
戸　

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

兵
庫
教
育
大
学
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。引
き
続
き
、確
か
な
学

力
と
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推

進
を
は
じ
め
、近
年
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る「
い
じ
め
」問
題
へ

の
対
策
や
特
別
支
援
教
育
に
か
か

る
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、子
育
て

支
援
人
材
の
育
成
や
資
質
の
向
上

な
ど
の
面
で
も
連
携
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
4
月
、兵
庫
県
立
大
学
が

公
立
大
学
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
大
学
を
目
指
す
の

で
す
か
。

井
戸　

大
学
の
自
律
性
を
高
め
て
、

学
生
や
地
域
に
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
を
進
め
、業
務
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
移
行
し
ま
し
た
。6

月
に
は
平
成
30（
2
0
1
8
）年
度

ま
で
に
達
成
す
べ
き
中
期
目
標
を
策

定
し
ま
し
た
。総
合
大
学
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、国
際

的
水
準
の
教
育
・
研
究
や
人
材
育
成

と
と
も
に
地
域
に
根
差
し
、地
域
の

期
待
に
応
え
る
大
学
を
目
指
し
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
強
み
を
生

か
し
た
個
性
、特
色
豊
か
な
大
学
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。兵
庫
教
育

大
学
と
県
、県
立
大
学
が
連
携
し
て
、

教
育
の
質
の
向
上
や
地
域
連
携
の
面

で
何
か
形
に
な
る
も
の
が
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

加
治
佐　

現
在
、県
立
大
学
を
は
じ

め
教
員
養
成
課
程
が
あ
る
県
内
の

公
私
立
5
大
学
や
県
・
神
戸
市
教
育

委
員
会
と
共
に
教
員
養
成
高
度
化

シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
を
構
築
し
、発
信

す
る「
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進

事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、県
立
大
学
と
は
こ
の
先
も
さ

ら
な
る
連
携
・
協
働
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
大
学
改
革
が
急
務
と
さ
れ
る

現
在
、学
長
は
兵
庫
教
育
大
学
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。ま
た
、知
事
は
兵
庫
教

育
大
学
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
さ
れ
ま
す
か
。

加
治
佐　

こ
れ
ま
で
通
り
、学
校
現

場
に
密
接
に
関
連
し
た
実
践
的
な

教
育
研
究
に
取
り
組
み
、教
育
委
員

会
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
っ
て
教

員
養
成
の
質
的
転
換
と
研
修
機
能

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、新
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
を
主

体
的
に
改
善
、開
発
す
る
先
駆
的
・

先
導
的
な
教
育
研
究
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、教
師
教
育
の
実
践
と

研
究
に
お
け
る
全
国
拠
点（
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）な
ら
び
に
地
域
拠

点（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）と

な
り
、「
教
師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

井
戸　

新
し
い
兵
庫
づ
く
り
の
主
役

は
県
民
一
人
一
人
で
す
。自
分
が
生

ま
れ
、育
ち
、暮
ら
し
て
い
る
地
域
へ

の
愛
着
や
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、地
域
の
将
来
を
考
え
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
む
活
動
が
生

ま
れ
ま
す
。そ
の
鍵
を
握
る
の
は
子

ど
も
た
ち
で
す
。多
様
な
体
験
教
育

や
地
域
活
動
を
通
し
て
、地
域
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
、文
化
な
ど
に
触

れ
、知
る
機
会
を
広
げ
て
、「
ふ
る
さ

と
意
識
」を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
35
年
も
の
間
、

兵
庫
県
の
教
師
教
育
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
兵
庫
教
育
大
学
に
は
、新
た

な
兵
庫
づ
く
り
の
推
進
役
を
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。開
学
35
周
年

を
契
機
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
指
導
力
、実

践
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
教
育
者
を

輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の

連
携・協
働
に
つ
い
て
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兵
庫
教
育
大
学
で
は
昭
和
53

（
１
９
７
８
）年
10
月
の
開
学
以

来
、兵
庫
県
や
県
内
自
治
体
と

連
携
し
て
地
域
の
教
育
力
の
発

展
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。開
学
35
周
年
を

記
念
し
、井
戸
敏
三
知
事
を
お

迎
え
し
て
、こ
れ
か
ら
の
兵
庫

県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の
連
携
・

協
働
に
つ
い
て
、加
治
佐
哲
也
学

長
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

加
治
佐　

先
の
知
事
選
挙
で
見
事

4
選
を
果
た
さ
れ
、心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

井
戸　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

知
事
と
し
て
の
新
し
い
任
期
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。“
日
本
の
縮
図
”

と
言
わ
れ
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

は
じ
め
幾
度
の
困
難
を
越
え
て
き

た
本
県
と
し
て
、21
世
紀
兵
庫
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
く
「
創
造
と
共
生
の

舞
台
・
兵
庫
」
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

―
―
兵
庫
教
育
大
学
は
今
年
10
月

で
開
学
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

加
治
佐　

本
学
は
昭
和
53（
１

９

７

８
）年
10
月
、現
職
教
員
に
研
修
・

研
鑽さ

ん

の
機
会
を
提
供
す
る
新
構
想

の
教
育
大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
に
8
千
人
を
超
え
る

大
学
院
修
了
生
と
5
千
人
を
超
え

る
学
部
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。彼
ら
の
多
く
が
学
校
現
場
や
教

育
行
政
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
、

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
資
す

る
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
果
た
さ
れ

て
い
る
証
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
戸　

早
い
も
の
で
す
ね
。
当
時
、

本
県
は
中
国
自
動
車
道
の
県
内
全

線
開
通
に
合
わ
せ
て
、東
播
磨
内
陸

研
究
学
園
都
市
群
構
想
を
策
定
し
、

新
構
想
の
兵
庫
教
育
大
学
の
誘
致

を
進
め
ま
し
た
。開
学
以
来
、ま
さ

に
わ
が
国
の
教
師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
、ま
た
本
県
の
教
育

力
の
向
上
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。兵
庫
教
育
大
学
の
卒
業
者
で
教

職
に
就
い
た
約
8
割
、修
了
生
の
約

6
割
の
方
が
県
内
で
就
職
し
て
い
ま

す
。ま
た
、本
県
か
ら
大
学
院
に
派

遣
し
た
多
く
の
現
職
教
員
の
皆
さ

ん
は
修
了
後
、学
校
現
場
な
ど
の
中

核
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
は

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

加
治
佐　

本
学
は
教
員
養
成
大
学

と
し
て
、地
域
社
会
の
教
育
や
文
化

の
進
展
に
寄
与
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、兵
庫
県
と
も
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
・
協
働
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
16（
2
0
0
4
）年
度
か

ら
県
教
育
委
員
会
と
共
催
し
て
い
る

「
学
校
管
理
職
・
教
育
行
政
職
特
別

いど・としぞう　昭和20（1945）年、新
宮町（現たつの市）生まれ。43（1968）
年、東京大学法学部を卒業し、自治省に
入省。自治大臣官房審議官を経て平成
8（1996）年、兵庫県副知事に就任。13

（2001）年、兵庫県知事選で初当選し、
今年7月に過去最多得票で4選を果たす。
22（2010）年からは関西広域連合長も務
めている（現在2期目）。

兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の

連
携・協
働
に
つ
い
て

特別座談会

井戸敏三氏 
兵庫県知事

加治佐哲也
兵庫教育大学長

開学
35周年
特集
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1
4

3

2

兵 庫 教 育 大 学 と の 連 携 に つ い て

新たな地域交流で「輝く加東」を目指す

兵庫教育大学は、小学校および幼稚園の教員を養成す
る学部と、主として現職の教員が研修・研鑚

さん

を行う大学
院を持つ大学として、昭和53（1978）年に加東市（当時は社
町）下久米地区に開学されました。開学当初から地域に開か
れた大学であることを目指し、大学施設の開放や公開講座など
を実施されています。また、加東市でも兵庫教育大学の立地を
活かし、兵庫県の「緑の回廊構想」や「東播磨内陸学園都市
構想」を基調に、他地域に先駆けて「産学住一体の学園都
市」の建設を推進し、兵庫県の学園都市構想の中核都市とし
て大きく発展してきました。
　近年の地方分権の進展や社会構造の変化に伴い、市民の
行政に対するニーズは複雑・多様化し、これまでのように行政だ
けの取組では、十分に応えることが難しくなってきています。言うま
でもなく、まちづくりは行政のみで完遂できるものではなく、あらゆる
主体との「協働」が必要であり、平成25（2013）年3月に策定し

たまちづくりの指針「加東市総合計画・後期基本計画」におい
ても、行政と共に市民や事業者をはじめ、あらゆる主体との協働
によるまちづくりが必要であると明記しています。
　このような状況の中、多様な資源や人材を持つとともに、地域
に密着した活動を展開される兵庫教育大学は、加東市のまちづ
くりにおいて必要不可欠な存在となっています。加東市では、こう
した交流・連携をさらに推進するため、兵庫教育大学をはじめ市
内で活躍される各種団体と連携し「輝く加東まちづくりコンソーシ
アム」を設立し、加東市一体となったまちづくりを進めています。
　兵庫教育大学にはより一層地域に開かれた大学として、行
政や地域との連携をより強力に進め、専門的な知識のみならず、
学生の若い力をまちづくりに活かしていただき、加東市が目指す
「このまちに住んでよかった、このまちに住み続けたいと思える『輝
く加東』」の実現に、今後も共に取り組んでいただけることを期待
します。

０
４
）年
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
校
管

理
職
・
教
育
行
政
職
特
別
研
修
。県
内

公
立
小
・
中
・
高
校
、特
別
支
援
学
校
の

全
て
の
新
任
教
頭
、新
任
指
導
主
事
が

対
象
の
研
修
で
、全
国
で
も
例
が
な
く

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
地
域
連
携
事
業　

北
播
磨
地
域
５

市
１
町
と
連
携
協

力
協
定
を
締
結
し
、

連
絡
協
議
会
を
設

置
。
北
播
磨
地
域

の
教
育
、学
術
、文

化
の
進
展
に
寄
与

す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

と
の
共
催
事
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

③
大
学
間
連
携

事
業

　

24（
２
０
１
２
）

年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の
大
学
間
連

携
共
同
教
育
推
進

事
業
と
し
て
、県
内
の
５
公
私
立
大
学

と
兵
庫
県
・
神
戸
市
教
育
委
員
会
と
共

に
教
員
養
成
高
度
化
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル

の
構
築
・
発
信
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

④
地
域
交
流
推
進

セ
ン
タ
ー
に
よ
る

地
域
貢
献
事
業

　

セ
ン
タ
ー
は
地

域
と
の
窓
口
と
し

て
、
学
校
現
場
の

研
修
や
地
域
の
生

涯
学
習
活
動
の
場

に
大
学
教
員
を
派

遣
す
る
ス
ク
ー
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
社

会
が
大
学
に
求
め

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
変

化
に
伴
い
、大
学
の

社
会
貢
献
事
業
の

在
り
方
は
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。社
会
の

要
望
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
他
大

学
、教
育
機
関
、自

治
体
等
と
の
連
携

協
力
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加東市長
安
やす

田
だ

正
まさ

義
よし

氏

➡北播磨5市1町連携講座 
「力のつく授業づくりに向けて」

➡地域連携推進事業
「理科&科学の地域でのサイ
エンス祭」

昭和29（1954）年、社
町（現加東市）出身。48

（1973）年県立社高
校を卒業し、社町に入
庁。同町理事、加東市
助役・副市長などを経
て、平成22（2010）年
に加東市長に就く。

【図】兵庫教育大学における
社会連携事業概要

研修支援

大学間連携

地域連携

地域交流推進センターに
よる地域貢献事業

大学

▶兵庫県教育委員会

▶兵庫県立教育研修所

▶�地教委および�
教育センター等

▶（独）教員研修センター

▶兵庫県内の国公私立大学

▶北播磨地域の５市１町

▶兵庫県教育委員会

▶�兵庫県内の自治体
　および地教委等

▶（公財）兵庫県生きがい
� 創造協会

▶高等学校
　（高大連携協定校）

免許状更新講習

スクール・パートナーシップ事業

大学間連携共同教育推進事業

公開講座

地域子育て支援

産学官連携事業

大学コンソーシアム
ひょうご神戸に関する事業

地域等の窓口・情報発信

免許法認定公開講座

10年経験者研修

兵庫県・神戸市
免許法認定講習

＜地域等との連携協力協定＞
連携講座

地教委等との連携協力事業等

＜教職大学院連携協力協定＞
教職大学院における教育実習

地教委等との共同研究

＜高大連携事業＞
高大連携科目の提供

学校管理職・教育行政職特別研修
現職教員研修支援プログラム 
による事業
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兵 庫 教 育 大 学 と の 連 携 に つ い て

連携・協働で人間力や教師力を高める

姫路市では、平成20（2008）年度末に教育創造プログラム
を策定し、授業力・人間力などとともに教師力を高めること

を重点目標に取り組んでいます。教員のライフステージや職能に
応じた研修が可能となるよう講座内容の精選や改善を図りながら、
実践的指導力や学級・学校運営能力の向上に努めていますが、
これまでの姫路市教育を振り返る時、兵庫教育大学の協力と連
携支援を抜きにしては語れません。とりわけ、小中一貫教育の導
入時や学校現場における課題教育の取組において兵庫教育大
学の多くの先生方のお力添えをいただき、感謝しています。
　「教育は人なり」とは言い古された言葉ですが、子どもの心に寄
り添いながら子どもと共に成長していく教員であってほしいもので
す。そのためには教育への熱い思いと深い人間力が欠かせませ
ん。学校現場は日々自己研鑚

さん

に向けた闘いの連続です。私も教
育長に就任して3年になりますが、その思いは確信に近いものにな
りつつあります。教員にとって大学での養成期間よりも、その後の

教職生活の方がずっと長いことから、資質・能力の向上方策につ
いてどのような制度設計を打ち出すかがその後の成否の鍵となり
ます。
　そう考えると、教育長の果たす役割と責任もこれから益々大きくな
るでしょう。学校現場の取組の実践や成果を検証し、真に実効あ
るものにするためには大学や教育専門機関、とりわけ教職大学院
との連携がこれまで以上に重要になります。教育委員会と大学が
それぞれの責任を果たしながら、両者の連携・協働を通して教員
の養成、継続的な学習に対する支援に不断に取り組んでいくこと
が不可欠です。附属学校における人事交流もそうした双方向の
ベクトルの中に位置づけられると考えます。また、学部生の皆さん
には、ボランティアやスクールアシスタントなど、小・中学校の学校
現場や地域活動等の様々な場面において子どもたちの学びや自
立を支援する活動にもっともっと積極的に関わって自らの適性を
磨いていただけたらと願っています。

兵
庫
教
育
大
学
の

社
会
貢
献
事
業
の
歩
み

　

昭
和
53（
１
９
７
８
）年
10
月
に
開

学
し
て
か
ら
平
成
13（
２
０
０
１
）年
ご

ろ
ま
で
、兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
貢
献

事
業
と
い
え
ば
市
民
向
け
の
公
開
講

座
が
中
心
で
、こ
れ
は
全
国
の
国
立
大

学
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
し
た
。

　

社
会
貢
献
事
業
の
幅
が
広
が
っ
た
の

は
14（
２
０
０
２
）年
、文
部
科
学
省
が

特
色
あ
る
大

学
教
育
改
革

推
進
の
一
環

と
し
て
「
社

会
・
地
域
・
大

学
間
の
連
携

強
化
に
よ
る

地
域
貢
献
特

別
支
援
事
業

に
対
す
る
支

援
」
を
創
設

し
て
か
ら
で
す
。
兵
庫
教
育
大
学
で

は
自
治
体
等
と
の
連
携
の
窓
口
と
し
て

「
地
域
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

兵
庫
県
と
協
議
を
重
ね
、学
校
現
場
の

課
題
解
決
の
支
援
な
ど
教
育
機
関
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、地
域
や

教
育
委
員
会
等
と
の
連
携
協
力
の
推

進
を
図
り
、地
域
の
教
育
や
学
術
、文

化
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
九
つ
の
社
会
貢
献
事
業
を
文
部

科
学
省
に
申
請
し
、15（
２
０
０
３
）年

度
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、時
期
を
同
じ
く
し
て
、県
立

教
育
研
修
所
と
県
立
嬉
野
台
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
事
業
お
よ

び
、現
職
教
員
の
研
修
を
支
援
す
る
た

め
の
現
職
教
員
研
修
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

17（
２
０
０
５
）年
に
は
、中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の

将
来
像
」で「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、教

育
や
研
究
そ
れ
自
体
が
長
期
的
観
点

か
ら
の
社
会
貢
献
で
あ
る
が
、近
年
で

は
、国
際
協
力
、公
開
講
座
や
産
学
官

連
携
等
を
通
じ
た
、よ
り
直
接
的
な
貢

献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
社
会
貢
献
の
役
割
を
、言
わ

ば
大
学
の『
第
三
の
使
命
』と
し
て
と

ら
え
て
い
く
べ
き
時
代
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
」と
さ
れ
、「
社
会

貢
献
」が
大
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
貢
献
事
業

は
14（
２
０
０
２
）年
か
ら
ほ
ん
の
数
年

で
、単
独
実
施
中
心
か
ら
、地
域
や
教

育
委
員
会
等
と
の
連
携
協
力
で
取
り

組
む
形
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
連

携
事
業
は
、主
に
①
研
修
支
援
事
業
②

地
域
連
携
事
業
③
大
学
間
連
携
事
業

④
地
域
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地

域
貢
献
事
業
か
ら
成
り
ま
す【
図
】。

①
研
修
支
援

事
業

　

代
表
格
は
、

兵
庫
県
教
育

委
員
会
と
の
共

催
で
16
（
２
０

姫路市教育委員会教育長
中
なか

杉
すぎ

隆
たか

夫
お

氏

➡公開講座
「ガムランはともだち」

➡学校管理職・
教育行政職特別研修

兵庫教育大学企画課長
岩
いわ

佐
さ

文
ふみ

雄
お

開学
35周年
特集

昭和24（1949）年、香
寺町（現姫路市）出身。
兵庫県教育委員会高
校 教 育 課 指 導 主 事 、
教育企画室長、県立
姫路西高校校長などを
経て、平成22（2010）
年から現職。
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2013
（平成25年）

2012
（平成24年）

2011
（平成23年）

2009
（平成21年）

2008
（平成20年）

2007
（平成19年）

2006
（平成18年）

2005
（平成17年）

2004
（平成16年）

2002
（平成14年）

2000
（平成12年）

1996
（平成8年）

1982
（昭和57年）

1981
（昭和56年）

1980
（昭和55年）

1978
（昭和53年）

人間発達教育専攻 学校教育学専攻 学校教育専攻

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科（
修
士
課
程
）

兵
庫
教
育
大
学
開
学（
10
月
1
日
）

教育
コミュニケーションコース

教育
コミュニケーションコース 教育基礎コース

スクールリーダーコース 教育経営コース

教育内容・ 
方法開発コース 教育方法コース

生徒指導実践コース 生徒指導コース

幼年教育コース 幼年教育コース 幼児教育専攻

臨床心理学コース 臨床心理学コース 教育臨床心理コース 教育臨床コース

学校心理・発達健康
教育コース 学校心理学コース 学校心理コース

特別支援教育専攻 特別支援教育学専攻 特別支援教育専攻 障害児教育専攻

障害科学コース 心身障害コース

特別支援教育
コーディネーターコース

特別支援教育
コーディネーターコース

教育内容・ 
方法開発専攻 教科・領域教育学専攻 教科・領域教育専攻

認識形成系 
教育コース 言語系コース

文化表現系 
教育コース 社会系コース

行動開発系 
教育コース 自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合
内容系コース 生活・健康系コース

総合学習系コース

学校指導職専攻

教育実践高度化専攻

授業実践リーダー 
コース

心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

教育実践高度化専攻 大
学
院

学
校
教
育
研
究
科

（
専
門
職
学
位
課
程
）

教
職
大
学
院

学校経営コース

授業実践開発コース 授業実践リーダー
コース

生徒指導実践開発
コース 心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

学校教育実践学専攻 大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科

（
博
士
課
程
）

教科教育実践学専攻

先端課題実践開発専攻

学校教育専修

学
校
教
育
学
部

（
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
）

学校教育系コース

幼年教育系コース 幼児教育専修

学校心理系コース 教育臨床系コース

教科・領域教育専修

言語系コース 言語系専修コース

社会系コース 社会系専修コース

自然系コース 自然系専修コース

芸術系コース 芸術系専修コース

生活・健康系コース 生活・健康系専修コース

総合学習系コース

兵庫教育大学は主として、現職教員の学校
教育に関する高度な研究・研鑚

さん

の機会を
確保する大学院修士課程と、優れた実践力を備
えた初等教育教員を養成する学部を有する新
構想の教員養成大学として創設されました。その
後、学校教育の実践を踏まえた卓越した研究能

力を持った人材の育成と教育実践学の確立を目
指す連合大学院博士課程を、さらに教職大学院
として全国最大規模の専門職学位課程4コース
を設置し、現代のさまざまな教育ニーズに対応で
きる高度な専門性と実践力・応用力を備えた教
員の養成・研修に取り組んでいます。

教育現場のニーズ・時代を先取りした理想的な専攻・コースを目指して

◎神戸サテライトを神戸ハーバーランドキャンパスに改組

教職大学院を設置して初めての大学院入学式
〈平成20（2008）年度〉

神戸ハーバーランドキャンパスオープン記念式典
〈平成25（2013）年度〉

専門職学位課程
（教職大学院）の開設
学校教育の抱える課題が多様化
する中、確かな指導理論と優れ
た実践力・応用力を備えたスクー
ルリーダーを養成するために開設

修士課程の改組
これからの時代に対応するため、従来の教
育研究内容に加え、学校教育現場が必要
としている総合的・複合的な分野領域の
教育研究を充実させることを目的に改組

兵庫教育大学副学長
福
ふく

田
だ

光
みつ

完
ひろ
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2013
（平成25年）

2012
（平成24年）

2011
（平成23年）

2009
（平成21年）

2008
（平成20年）

2007
（平成19年）

2006
（平成18年）

2005
（平成17年）

2004
（平成16年）

2002
（平成14年）

2000
（平成12年）

1996
（平成8年）

1982
（昭和57年）

1981
（昭和56年）

1980
（昭和55年）

1978
（昭和53年）

人間発達教育専攻 学校教育学専攻 学校教育専攻

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科（
修
士
課
程
）

兵
庫
教
育
大
学
開
学（
10
月
1
日
）

教育
コミュニケーションコース

教育
コミュニケーションコース 教育基礎コース

スクールリーダーコース 教育経営コース

教育内容・ 
方法開発コース 教育方法コース

生徒指導実践コース 生徒指導コース

幼年教育コース 幼年教育コース 幼児教育専攻

臨床心理学コース 臨床心理学コース 教育臨床心理コース 教育臨床コース

学校心理・発達健康
教育コース 学校心理学コース 学校心理コース

特別支援教育専攻 特別支援教育学専攻 特別支援教育専攻 障害児教育専攻

障害科学コース 心身障害コース

特別支援教育
コーディネーターコース

特別支援教育
コーディネーターコース

教育内容・ 
方法開発専攻 教科・領域教育学専攻 教科・領域教育専攻

認識形成系 
教育コース 言語系コース

文化表現系 
教育コース 社会系コース

行動開発系 
教育コース 自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合
内容系コース 生活・健康系コース

総合学習系コース

学校指導職専攻

教育実践高度化専攻

授業実践リーダー 
コース

心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

教育実践高度化専攻 大
学
院

学
校
教
育
研
究
科

（
専
門
職
学
位
課
程
）

教
職
大
学
院

学校経営コース

授業実践開発コース 授業実践リーダー
コース

生徒指導実践開発
コース 心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

学校教育実践学専攻 大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科

（
博
士
課
程
）

教科教育実践学専攻

先端課題実践開発専攻

学校教育専修

学
校
教
育
学
部

（
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
）

学校教育系コース

幼年教育系コース 幼児教育専修

学校心理系コース 教育臨床系コース

教科・領域教育専修

言語系コース 言語系専修コース

社会系コース 社会系専修コース

自然系コース 自然系専修コース

芸術系コース 芸術系専修コース

生活・健康系コース 生活・健康系専修コース

総合学習系コース

　この間、専攻・コース等は学校現場のニーズ
や状況等、時代に応じて変化しており、平成23
（2011）年度以降も修士課程の全面的な改組
や教職大学院におけるコース名の変更を行ってい
ます。これらの変遷は、兵庫教育大学が教師教育
のトップランナーを目指し、明瞭なミッションを背景

に、学校教育に関する理論と実践を融合した教
育実践学を進め、教員の資質向上に常に努めて
いることを示しています。また、大学院での履修形
態の多様化に対応して、教職に従事しながら夜間
においても履修できる昼夜開講制を取り入れ、神
戸市中心部に神戸サテライトを設置し、社会人等

のキャリアアップにも貢献してきました。今年4月に
はサテライトの機能を拡充し、神戸ハーバーランド
キャンパスとして開設しました。今後も、時代に対応
した現職教員の資質向上と新人教員養成にふさ
わしい専攻・コースの在り方を考えていきたいと思
っています。

教育現場のニーズ・時代を先取りした理想的な専攻・コースを目指して

◎大学院神戸サテライト開設

第1回大学院修士課程入学式
〈昭和55（1980）年度〉

兵
庫
教
育
大
学
は
昭
和
53（
１
９
７
８
）

年
に
開
学
し
、55（
１
９
８
０
）年
に
大

学
院
修
士
課
程
を
設
置
。そ
の
後
、学

校
教
育
学
部
や
連
合
大
学
院
博
士
課

程
、教
職
大
学
院
で
も
順
次
、学
生
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。学
校
現
場
の
課

題
や
ニ
ー
ズ
、教
育
政
策
な
ど
の
変
化

に
も
応
じ
な
が
ら
、時
代
に
即
し
た
教

員
養
成
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

大学院連合学校教育学研究科�
（博士課程）の設置
教育実践学を確立し、今日の教育課題の解決と学
校教育の質的改善等に資することを目的に、兵庫教
育、上越教育、岡山、鳴門教育の4大学が連合して
構成するわが国初の教員養成系博士課程を設置

総合学習系コースの増設
学習指導要領の改訂によって新設さ
れた「総合的な学習の時間」に対応
するために開設

教育臨床コースの増設
学校教育現場等のニーズに応え、
臨床心理学的な教育・研究を行う
ために開設

専
攻
・コ
ー
ス
編
成
か
ら
見
え
る

教
育
ニ
ー
ズ
の
変
遷

開学
35周年
特集
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